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③ 
民主主義に徹し生活を合理化して近代的な町にいたしましょう。 (IIIT氏慾Ì~r.よリ)
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全町13校が完全給食に
了どもたちが臨しみにしていた 総事業別 l倍 2千万円をかけた

学校桔立が、いよいよ 4月 78か 学校給食センターでは金町内小

ら開始包れ、第 1回目はカレ ラ 中学校内子どもたち町ために少、L

イスでしたがお子さんの感恕はい でもおいしい給食をと、毎日制理

かがだったでしょうか。 民さ んが手際よく働、、ています。



。
五
十
=
年
度
各
会
計
予
算
の
概
要

五
十
二
年
度
町
予
却
の
胤
棋
は
‘

一

般
会
計
が
二
十
億
二
千
凶
十
七
万
九
千

円‘

三
特
別
会
計
で
八
億
九
千
三
百
六

十
八
万
四
千
円
、
合
わ
せ
て
二
十
九
億

一
千
四
百
十
六
万
三
千
円
に
な
り
、
前

年
度
当
初
予
算
に
比
べ

一
般
会
計
で

一

八
三
%
、
特
別
会
計
で
一
六

・
八

%

の
噌
と
な
っ
て
い
ま
す
。

(一

般
会
計

の
お
も
な
仕
事
の
内
容
は
六
、
七
ペ
ー

ジ
に
記
械
し
ま
し
た
J

。
五
十
一
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

五
十
一
年
皮
肉
最
終
補
正
で
は
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
百
七
十
六
万
八
千

円
が
減
額
さ
れ
、
予
算
総
矧
は
二
十
億

七
千
三
百
九
卜

一
万
五
千
円
に
主
り
ま

は

一
十
億
一

一
千
万
円

ー五
十

一
年
度
予
算
決
ま
る

第
一
固
定
例
町
議
会
は
三
月
十
四
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
六
一

.
日
間
聞
か
れ
‘
新
年
度
各
会
計
予
算
、
五
十

一
年
度
各
会
計
補
正

一

一
予
算
、
特
別
職
の
報
酬
額
、
給
料
条
例
的
一
部
改
正
、
な
ど
議
案
一

二
十
件
を
審
織
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
決
ま
っ
た
お
も
な
こ
と
は
次
の
と
お
り
で
す
。

追
加
の
お
も
な
も
の
は
、

愛
情
銀
行
設
立
出
、
え
ん
金
に

二
百
万
問
、
季
節
労
働
者
臨

時
特
別
対
策
賃
金
に
百
十
九

万
円
、
老
人
医
療
扶
助
費
に

七
十
五
万
向
、
乳
幼
児
相
談
用
備
品
購

入
費
に
二
十
二
万
五
千
円
、
乳
用
雌
牛

集
団
政
牧
育
成
促
進
事
業
補
助
金
に
二

十
六
万
円
、
八
東
地
反
道
営
か
ん
ば
い

事
業
調
査
費
補
助
金
に
百
四
十
五
万
五

千
円
、
除
雪
機
械
借
上
料
に
五
十
万
円

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校

給
食
山
口
一
千
十
四
万
七
千
岡
、
北
部
桧

山
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
負
担
金
面
二
十

八
万
二
千
円
、
白
石
第
二
地
区
農
免
道

路
事
業
、
回
代
地
区
向
拓
地
道
路
等
補

修
4
業
負
担
金
百
三
十
九
万
六
千
円
、

イ
7
ヌ
エ
ル
線
路
切
拡
鋭
工
事
負
担
金

八
十
一
万
円
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
L
歳
入
で
は
、
町
税
一

千

三
百
四
十
万
六
千
問
、
国
庫
支
出
金
八

二
%
増
を
見
込

三
会
計
で
八
億
九
千
万
円

国
保
税
は

〈
〉
国
民
健
康
保
険
会
計
事
業
勘
定

子

n総
州
側
は
凶
信

一
千
凶
百
五
ト

一

万
八
千
円
で
、
前
年
度
当
初
子
幻
に
比

d
J

二
二
・一

%
明
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
は
.
二
億
七
千
八
百
十
三
万
一

千
同
町
国
庫
支
出
金
と

一
億
二
千
七
百

九
十
七
万
四
千
円
の
同
民
地
康
保
険
脱

が
お
も
む
財
制
で
す
が
、
新
年
皮
肉
池

万
税
改
正
、
保
険
税
円
賦
課
限
度
傾
向

引
き
上
げ
に
よ
る
川
崎
制
世
市
主
内
所
得

へ
の
保
険
悦
賦
滅
的山崎
け
が
は
込
ま
れ

て
い
る
の
と
似
年
附
え
続
け
る
医
療

ニ
町
議
会
で
町
政
に
付

し
て
伏
川
品
川
H
、
藤
村
峨

u、
技
部
品
川
H

か
句

一
般

代
聞
が
あ
り
、
町
長
と
教

山川
長
が
回
答
し
ま
し
た
。

お
も
な
内
行
は
次
の
と

お
り
で
す
。

一 般質問

。
高
校
が
統
合
さ
れ
て
以
来
、
生
徒
の

非
行
化
が
目
だ
つ
が
校
外
指
導
充
実
の

た
め
に
も
、
本
町
に
教
職
員
住
宅
を
確

保
す
る
考
え
は

H
絵
山
北
げ
川
町
教
U
定

数
七
十
間
人
町
内
、
本
町
に

M
Uす
る

救
H
H
は
二
l
ヒ
人
で
.
そ
の
中
で
公
'
t

が
同
叩
保
さ
れ
て
い
る
の
は
十
五
人
と
少

な
い
。
よ
リ
多
く
の
教
川
が
本
町
に
住

ん
で
い
る
ニ
と
は
、
当
然
、
牛
従
に
対

慨
に
対
応
す
る
化
的

一
般
会
計
か
ら
二

百
八
十
九
万
六
千
円
、
財
政
調
略
法
金

か
ら
五
百
万
円
を
繰
り
入
れ
る
な
ど
し

て
被
保
険
者
向
負
担
を
極
力
軽
く
す
る

よ
う
に
努
め
ま
し
h
~

ぞ
れ
に
よ
り
本
年
内
保
険
悦
は
前
年

度
実
紛
に
比
べ

一
二

五
%
の
噌
と
な

り
ま

L
P、
こ
れ
は
、
一
世
舵
平
幼
八

万
九
千
八
百
六
十
九
円
一
人
平
均
二

万
二
千
九
百
九
4
六
円
に
な
り
ま
す
が

図
か
ら
の
臨
時
交
付
金
が
決
ま
る
六
月

町
賦
諜
則
日
に
は
、
昨
年
度
の
上
列
車

す
る
生
活
宿
将
而
か
り
も
貯
ま
し
い
こ

と
な
の
で
、

本
町
内
の
住
宅
あ
っ
せ
ん

拍
存
在

Y
Z干
分
配
地
し
て
雌
保
し
た
い
。

。
農
業
後
継
者
の
育
成
が
ら
も
農
業
専

攻
科
の
分
校
誘
致
を
促
進
す
る
考
え
は

H
恰
山
北
自
の
本
年
皮
肉
股
業
科
作
絡

数
は
七
ト
ヒ
人
、
そ
の
内
本
町
町
生
徒

は
問
l
五
人
。
J
年
ご
と
で
は

一
年
世

が
十

E
人
、
二
年
生
が
八
人
、
三
年
生

で
十
七
人
‘
同
年
生
で
五
人
と
年
度
で

差
が
あ
る
の
と
、

山仇川山
町
進
Jγ
干
で
は

凶
行
泊
料
引
を
選
よ
傾
向
が
あ
り
也
徒

数
雌
保
に
刷
出
雌
刊
が
あ
る
と
忠
わ
れ
ま

す
の
で
験
北
し
た
い
。

一
万
、
将
米
的

に
は
大
学
の
民
業
分
校
を
成
政
す
る
こ

と
が
必
要
と
丹
、
え
ま
す
.

百
七
十
一
万
八
千
円
、
道
支
出
金
五
百

二
十
六
万
四
千
円
が
見
込
ま
れ
、
町
償

一
千
五
百
四
十
万
円
、
繰
入
金
七
百
三

十
万
円
、
初
収
入
六
百
三
十
七
万
二
千

円
、
地
方
交
付
税
五
百
万
円
が
減
額
さ

特
別
職
の
給
料
、
議

員
報
酬
な
ど
ア
ッ
プ

〈
〉
今
金
町
名
誉
町
民
条
例
の
一
部
改
正

名
誉
町
民
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
終

身
年
金
を
五
万
円
か
ら
十
万
円
に
改
め

ら
れ
ま

L
P、

〈
〉
特
別
職
の
報
酬
額
、
給
料
額
の
改
正

特
別
職
報
酬
審
議
会
の
答
申
に
よ
り

四
月
一
日
か
ら
次
の
よ
う
に
改
め
ら
れ

ま
し
た
。
(
カ
ソ
コ
内
は
改
定
前
向
傾
)

マ
町
長
凹
+
二
万
五
千
同
(
三
十

五
万
円
)
マ
助
役
三
十
四
万
円
(
二

十
八
万
円
)
マ
収
入
役
且
ぴ
教
育
長

三
十
一
万
円

(二
十
五
万
円
)
マ
議
長

校
度
に
雌
定
す
る
予
定
で
す
。

議
出
で
は
、
山
市
長
、
高
矧
療
張
、
助

産
、
持
山
市
ー
な
ど
の
保
険
給
付
品
川
に
三
億

八
千
五
百
四
+
一
万
六
千
円
、
保
他
m附

活
動
の
費
用
に
三
百
九
十
六
万
=
一
千
同

納
税
組
合
党
励
伐
に
百
六
十
九
万

一
千

問
、
予
備
切
に

一
千
百
四
十
七
万
四
千

同
な
ど
が
計
上
さ
れ
ま
し
十
、

。
国
民
健
康
保
険
会
計
施
設
勘
定

予
算
総
額
は
四
億
五
千
二
百
八
十
六

万
六
千
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比

べ
二
O
%附
と
な
り
ま
し
た。

収
益
的
収
入
は
、
入
院
、
外
来
な
ど

柄
院
事
業
収
入
が
凶
億
四
千
百
七
十
四

万
円
が
見
込
ま
れ
、
収
益
的
支
出
で
は
、

人
向
山
口
や
必
品
材
料
費
岨
ぴ
続
切
な
ど

の
恒
救
世
用
に
凶
億
凶
千
百
三
十
九
万

〈
〉
昨
年
設
置
さ
れ
た
農
業
後
継
者
奨
学

金
の
貸
与
額
が
年
額
五
万
円
以
内
と
す

く
な
い
の
で
増
額
す
る
考
え
は
日
現
品

大
学
に
お
け
る
背
用
は‘

一
般
的
に
も

月
額
八
万
円
と
い
わ
れ
、
現
代
与
額
で

は
た
け
な
い
。
今
後
進
学
者
円
相
加
を

図
る
こ
と
か
句
改
汗
し
た
い
.

。
今
中
学
舎
の
老
朽
化
に
伴
い
、
統
合

に
対
す
る
教
委
の
基
本
方
針
は

H
昨
年

t
E地
惜
の
指
定
に
よ
り
、
問
叫
校
品
川
は

本
年
危
険
校
合
と
し
て
作
定
を
受
け
る
。

統
へ
H

校
合
同
川
州
日
向
日
間
は
、
体
制
H

航
を

合
的
山
下
九
行
二
1
H4・H
U
を
附
昨
し

一
校
統
九
け
と
し
て
制
極
的
に
進
的
、
一

部
反
対
的
意
向
も
あ
る
が
.
本
年
九
月

末
に
は
料
品
を
山
し、

μ
卜
三
年
度
に

れ
ま

L
P
、

。
五
十
一
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算

問
保
会
計
卒
業
勘
定
で
は
、

療
養
給

付
費
な
ど
二
千
四
十
三
万
六
千
円
が
追

加
さ
れ
予
算
総
額
は
三
億
七
千
四
十
五

万
五
千
同
に
な
り
ま
L
P、

同
保
会
計
施
設
勘
定
で
は
、

病
院
事

業
収
益
で
三
千
三
百
万
九
千
円
が
追
加

さ
れ
、
収
益
的
収
入
総
額
は
四
億
七
千

八
百
五
十
二
万

一
千
円
に
、
支
出
で
は

医
業
費
用
な
ど
凶
百
五
十
万
問
が
減
額

さ
れ
、
収
益
的
支
出
総
額
は
四
億
三
千

八
百
八
十
八
万
一
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

簡
易
木
造
会
計
で
は
、
財
政
調
態
基

金
術
立
金
な
ど
百
七
十
九
万
六
千
同
が

追
加
さ
れ
予
算
総
飢
は
七
千
七
百
四
+

二
万
六
千
円
に
な
り
ま
L
P』

@

十
万
円
(
七
万
五
千
円
)
マ
副
議
長

八
万
五
千
円
(
七
万
円
)
マ
出
任
委
只

長

八

万

向

(六
万
五
千
円
)
マ
機
只

七
万
五
千
円

(
六
万
円

)
H以
上
月
額

マ
農
業
委
只
会
長
及
び
教
育
委
貝
長

十
五
万
問
(
十
一
万
五
千
円
)
マ
同
代

理
且
ぴ
刷
委
日
長
十
三
方
向
(
十

一

万
円
)
マ
問
委
只
十
二
万
円
(
十
万

円
)
マ
選
挙
管
理
委
貝
長
七
万
二
千

円
(
六
万
円
)
マ
同
委
貝
及
び
民
生
協

力
総
務
委
只
六
方
向
(
五
万
円
)
マ

民
生
協
力
委
口
四
万
八
千
円
(
四
万

円
)
マ
監
査
委
貝
M
議
会
選
出
者
十

二
万
円
(
十
万
円
)

V
監
査
委
員
H

学

職
経
験
者
十
五
万
円

(
十
一
万
五
千

九
千
円
が
計
上
さ
れ
、
ま
た
、
資
本
的

支
出
と
し
て
医
療
用
備
品
購
入
山
口、

企

業
俄
償
還
金
な
ど
に

一
千
百
四
十
六
万

七
千
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

〈
〉
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

簡
易
水
道
は
昨
年
の
施
設
仇

が
完

了
し
た
た
め
、
予

n総
矧
は
二
下
六
百

三
十
万
問
で
、
前
年
度
当
初
予
到
に
比

べ
六
三
7

二
%
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

政
入
で
は
、
水
道
使
用
料
二
千
十
七

万
五
千
円、

一
般
会
汁
か
ら
町
繰
入
金

六
両
五
万
七
千
円
が
お
も
な
財
源
で
す
。

歳
出
は
、
人
内
品
目
な
ど
の
総
務
官
に

一
千
百
七
十
四
万
九
千
円
‘
維
持
官
理

費
に
八
百
四
十
四
万
四
千
円
、
公
俄
償

還
金
に
六
百
五
万
八
千
同
が
計
上
さ
れ

ま
L
Pも

者
工
し
た
い
。
建
設
は
財
政
的
に
三
年

次
計
画
に
な
る
で
あ
ろ
‘

1

0
交
通
事
故
に
対
応
し
住
民
の
福
利
厚

生
面
か
ら
『
交
通
災
害
共
済
」
の
普
及

に
努
め
る
べ
き
だ
が

H
一
年
間
凶
百
八

イ
円
と
安
い
保
険
料
な
の
で
全
住
民
が

加
入
す
る
こ
と
が
盟
ま
し
い
が
、
政
低

加
入
品
が
二
千
人
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
、

制
皮
肉
周
知
と
加
入
を
呼
び

か
け
そ
の
活
用
を
促
進
し
た
い
。

〈〉
母
と
子
の
家
を
利
用
し
て
い
る
市
街

地
の
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
現
在
百
=
+
人

の
会
員
が
お
り
、
会
合
に
は
八
十
人
が

参
加
し
て
会
場
が
狭
い
。
ま
た
、
未
加

入
者
が
五
十
人
位
い
る
こ
と
も
合
わ
せ

福
祉
会
館
を
遺
股
す
る
考
え
は

H
川
年

円

)
1以
上
年
額
マ
そ
の
他
的
委
員

長
四
千
四
百
円
(
三
千
六
百
円
)
マ

マ
同
副
委
只
民
四
千
円

(三
千
三
百

円
)
マ
問
委
只

三
千
七
百
円

(三
千

円
)
目
以
上
日
額

。
今
金
町
国
民
健
康
保
険
奨
学
金
貸
与

条
例
の
一
部
改
正

本
町
に
勤
務
を
希
望
す
る
者
で
保
健

婦
、
助
産
婦
、
石
漣
婦
施
設
に
修
学
す

る
も
の
に
貸
与
す
る
奨
学
金
を
四
月
一

日
か
ら
月
額
一
万
円
以
内
か
ら
一
万
二

千
円
以
内
に
改
め
ら
れ
ま
し
ph。

。
公
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
節
改
正

公
営
住
宅
の
入
居
条
件
の
ヲ
ち
、
基

準
収
入
額
が
第
一
一
世
住
宅
内
場
合
四
万

七
千
円
か
ら
八
万
一
千
円
以
下
に
、
第

二
極
住
宅
の
場
合
四
万
七
千
同
以
下
に

緩
和
さ
れ
ま
し
F、

。
町
道
の
路
線
認
定
友
ぴ
変
更

稲
穂
左
岸
線
な
ど
六
路
線
約

一
~
が

新
た
に
町
道
に
怨
定
さ
れ
、
花
石
住
吉

線
、
花
石
東
一
号
線
、
般
川
山
手
線
内

延
長
が
約
五
~
め
ば
さ
れ
ま
し
れ

'u，

。
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任

任
期
満
了
に
伴
い
幅
ロ
忠
勇
さ
ん
(

鈴
岡
)
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

。

陳

情

金
原
|
日
進
聞
の
道
路
開
設
、
上
極

川
地
区
内
国
道
的
歩
道
設
置
及
び
町
道

認
定
、
町
老
人
稲
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設
‘

光
台
会
館
の
建
設
に
つ
い
て
の
陳
情
五

件
は
‘
建
設
、
総
務
委
貝
会
に
そ
れ
ぞ

れ
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

( 2 ) 

主
人
ク
ラ
ブ
迎
合
会
よ
り
百
坪
位
向
セ

/
タ
ー
を
往
設
し
て
ほ
し
い
骨
の
陳
情

を
受
け
て
い
る
の
で
、
建
設
川
崎
娘
、
補

助
基
地
中
な
ど
を
検
討
し
‘
早
い
時
期
に

実
現
で
き
る
よ
う
配
慮
し
た
い
。

。
出
稼
ぎ
労
働
者
の
安
全
就
労
の
確
保

か
ら
も
労
務
者
の
技
能
指
導
や
職
織
擁

護
指
導
を
図
る
べ
き
だ
が

H
町
媛
泌
相

談
所
で
は、

労
務
者
が
安
心
し
て
枕
労

で
き
る
よ
う
総
合
的
に
配
慮
し
て
い
る

が
、
現
在
、
雇
用
保
険
受
給
対
象
自
七

百
八
1
八
人
中
‘
三
百
人
位
し
か
扱
峰

相
談
所
の
会
員
と
し
て
加
入
さ
れ
て
い

な
い
。
ま
た
、
出
綜
ぎ
者
の
似
害
保
険

加
入
者
も
三
十
六
人
位
度
と
す
く
な
い

の
で
、
指
出
押
白山
か
ら
も
多
数
の
加
入
を

断刷
れ
た
い
し
、
技
能
指
導
而
も
実
施
で

き
る
よ
う
配
慮
し
た
い
。

。
今
金
八
幡
神
社
祭
典
に
伴
う
露
庖
側

役
の
配
慮
は
H
A間
近
の
使
用
は
交
通
安

全
上
か
ら
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
う

廻
路
の
設
定
や
交
通
安
全
指
導
の
徹
底

に
よ
り
、
例
年
ど
お
り
実
施
で
き
る
よ

う
早
い
時
則
に
関
係
機
関
と
話
し
合
い

了
解
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
進
め
る
.

0
就
学
援
助
費
の
適
用
で
、
学
校
区
ご

と
に
格
差
が
あ
る
と
聞
〈
が
、
認
定
基

準
の
取
扱
い
に
不
公
平
は
な
い
か

H
申

油
性
的
提
出
は
、
学
校
長
に
依
刺
し
地

広
町
民
生
委

U
的
協
力
を
山
内
て
辞
任
す

る
。
柏市古川同開曜
の
適
用
は
多
柿
の
実
態

に
よ
り
認
定
す
る
の
で
適
用
も
れ
の
な

い
よ
う
申
泊
願
い
た
い
。
制
度
の
周
知

は
芋
校
民
を
辿
じ
て
行
っ
て
い
る
。

( 3 ) 



一
一
一
周
十
郎
日
か
ら
開
か
れ
た
第
一
回
定
例
郎
議
会
で
、
河
端
町

長
は
本
年
度
の
町
政
執
行
方
針
を
次
の
よ
う
氾
明
ら
か
に
し
ま
し

だ
。
そ
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。

行
財
政
の
合
理
化
に

努
め
福
祉
の
増
進
を

昭
和
五
十
二
年
度
内
地
方
財
政
は
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
長
期
化
す
る
景
気

の
停
滞
、
い
わ
ゆ
る
中
だ
る
み
現
象
と

相
ま
っ
て
地
方
財
政
を
と
り
ま
く
環
境

は
以
前
に
増
し
て
一
層
き
び
し
く
展
開

さ
れ
よ
、
っ
と
し
て
お
り
ま
す
。

と生活の安定を住民福祉の向上
町政執行方針昭 和 52年度の

し
か
し
立
が
ら
、
住
民
生
活
に
直
結

す
る
町
の
現
状
を
顧
り
み
る
と
き
医
療

福
祉
の
社
会
保
障
の
充
実
、
教
育
、
道

路
、
生
活
環
境
の
盤
備
、
産
業
向
振
興

な
ど
、
住
民
福
祉
の
向
上
と
生
活
安
定

の
た
め
の
行
政
需
婆
が
山
積
し
て
お
り
、

そ
の
施
策
は

一
日
も
ゆ
る
が
せ
に
で
き

な
い
の
で
、
私
も
、
国
に
対
し
て
財
政

強
化
策
を
強
く
訴
え
る
と
共
に
、
困
難

な
問
題
が
あ
ろ
う
と
も
心
を
新
た
に
し

町
民
的
期
待
と
信
頼
に
応
え
る
た
め
、

三
歳
未
満
児
の
通
院

医
療
費
も
無
料
化
に

社
会
福
枇
の
増
進

社
会
福
祉
の
増
進
で
あ
り

第
一
は、

ま
す
。

福
祉
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
八
年

を
福
祉
元
年
と
し
て
強
力
に
推
進
さ
れ

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
最
近
に
お
い
て

福
祉
の
見
直
し
論
が
出
る
な
ど
混
迷
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

低
成
長
を
理
由
に
福
祉
の
後
退
を
招

く
よ
う
な
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
の
で
あ

り
ま
し
て
、
そ
の
影
響
を
強
く
受
け
る

方
々
に
対
し
て
は
、
町
の
責
務
と
も
考

え
る
も
の
で
久

y
ま
す
。

， 
'. 
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ヌ
エ
ル
線
、
白
石
線
的
改
良
を
含
め

延
長
千
八
百
八
十

U2怖
を
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
舗
装
に
つ
い
て
は
、
イ

マ
ヌ
エ
ル
線
百
五
十
日
、
山
手
線
五
百

二
十
灯
、
神
丘
'十
号
線
三
百
灯
、
大
和

中
央
線
二
百
八
十
日
、
併
せ
て
千
二
百

五
十
げ
を
実
地
い
た
し
ま
す
。

街
路
卒
業
に
つ
い
て
は
昨
年
ま
で

中
央
線
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

チ
ブ
タ
ウ
ン
ナ
イ
川
改
修
の
都
合
も
あ

り
計
画
を
変
更
し
て
停
車
場
南
通
リ
線

を
二
年
継
続
で
実
施
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。
本
年
は
主
と
し
て
用
地
の

雌
保
、
支
障
物
件
の
補
償
が
卒
業
内
容

東
浦
農
用
地
開
発
の

基
本
計
画
を
樹
立

護
か
な
産
業
振
興

第
三
は
、
州
は
か
な
産
業
の
育
成
で
あ

り
ま
す
。

今
日
町
内
刷
業
は
米
の
需
給

対
策
、
燥
用
地
内
任
保
、
基

総
幣
備
、
脱
産
物
価
格
な
ど

民
業
を
と
り
ま
く
局
情
勢
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

私
は
、
川
年
の
冷
害
pevz比

重
な
教
川
訓
と
し
て
受
け
と
め

嶋
本
的
技
術
の
指
川市
徹
底
と

法
併
と
主
る
畑
作
物
内
定
お

土
地
法
幣
格
怖
の
屯
要
性
を

必
減
し
、
農
業
似
興
に
資
仔

総
力
を
あ
げ
て
住
民
内
福
祉
増
進
に
努

的
、
そ
の
負
託
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
決
意
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
き
び
し
い
財
政
環
境
の

中
で
は
従
前
向
主
ヲ
な
、
}
と
は
望
ま
れ

ず
、
徹
底
し
た
行
財
政
の
合
理
化
を
い

た
し
、
最
少
の
経
費
を
も
っ
て
役
大
の

効
果
を
あ
げ
る
党
悟
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
行
政
水
準
が
低
成
長
下
に
遭

遇
L.
将
来
と
も
持
続
す
る
こ
と
を
考

慮
い
た
し
、
住
民
の
理
解
の
上
に
立
っ

た
選
択
、
即
ち
行
財
政
の
計
画
的
推
進

に
つ
い
て
も

一
暗
記
慮
い
た
し
ま
す
。

本
年
は
、
開
基
八
十
周
年
、
関
町
三

十
周
年
、
ま
た
、
地
方
自
治
法
が
制
定

さ
れ
て
か
句
三
十
年
の
記
念
す
べ
き
年

乳
幼
児
向
医
療
の
無
料
化
に
つ
い
て

は
、
昨
年
ま
で
三
歳
児
未
満
の
入
院
及

び
一
歳
未
満
肉
入
院
、
通
院
に
限
定
し

て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
本
年

は
医
療
を
よ
り
充
実
す
る
た
め
枠
の
拡

大
を
は
か
り
、

一ニ
歳
末
満
の
通
院
に
つ

い
て
も
医
療
の
無
料
化
を
実
施
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

老
人
的
福
祉
対
策
に
つ
い
て
も
、
昨

年
ま
で
老
人
ク
ラ
ブ
品
動
へ
の
助
成
と

し
て
施
設
当
り
二
万
円
を
助
成
し
て
い

ま
し
た
が
、
本
年
度
は

一
人
当
り
五
百

五
十
円
と
し
、
生
き
が
い
対
策
に
つ
い

て
拡
充
強
化
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
寝

た
き
り
老
人
、
ひ
と
り
暮
し
の
老
人
に

つ
い
て
は
、
不
安
の
な
い
よ
う
更
に
ホ

ム
ペ
ル
パ
ー
の
巡
回
、
福
祉
電
話
的

で
す
が
、
明
年
度
五
百
日
に
わ
た
る
道

路
が
控
備
さ
れ
住
民
の
利
便
要
望
に
応

え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
信
じ
ま
て

紙
梁
的
整
備
は
、
逐
年
、
木
久
化
を

は
か

つ
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
昨
年

末
で
九
一

%
の

氷
久
柿
化
率
と
な
り
ま

す
。
本
年
は
継
続
卒
業
で
あ
り
ま
し
た

八
束
富
の
下
橋
町
架
換
、
そ
の
他
跨
線

怖
の
像
装

上
利
別
陥
な
ど
を
補
修
し

交
通
維
持
対
策
を
す
す
め
ま
す
。

排
水
側
端
的
整
備
に
つ
い
て
も
積
極

的
に
対
策
を
講
じ
て
整
備
を
進
め
て
お

り
ま
す
が
、
当
面
、
監
備
が
急
が
れ
る

新
み
か
げ
線
ほ
か
一ニ
ヶ
所
内
務
備
を
は

円
重
大
き
を
痛
感
い
た
し
い
っ
そ
つ

の
努
力
を
量
ね
ま
す
。
と
く
に
、
本
年

重
視
し
た
事
項
は
、
内
同
業
団
体
内
協
力

を
得
な
が
ら
今
金
町
農
業
娠
興
協
議
会

を
設
近
し
、

立
ち
遅
れ
て
お
り
ま
す
本

町
内
当
而
す
る
農
用
地
開
発
、
園
場
町
叫
が

備
近
代
化
方
策
に
つ
い
て
組
織
的
に

強
力
に
推
進
す
る
考
、
え
で
あ
り
ま
す
。

生
産
調
整
に
つ
い
て
は
、
概
ね
昨
年

同
桜
皮
肉
配
分
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
り

ま
す
が
、
本
町
内
特
株
性
か
ら
み
て
生

産
者
が
安
心
し
て
希
望
を
も
っ
て
民
業

に
従
事
で
き
る
よ
、
つ
な
政
策
に
努
め
る

と
共
に
、
限
度
数
量
的
配
分
に
つ
い
て

も
関
係
機
関
団
体
と
も
十
分
協
議
い
た

L
.
公
正
な
処
理
を
い
た
す
与
え
で
す
。

州
国
業
時
間
造
改
首
事
業
に
つ
い
て
は
、

第
二
年
次
に
あ
た
り
ま
す
が
、
本
年
は

光ム川、

Mm
川
地
区
内
農
地
造
成
二
・
七

に
当
り
ま
す
。

先
人
の
血
の
に
じ
む
よ
う
な
足
跡
を

強
り
泌
り
、
進
取
の
気
風
と
不
屈
の
精

神
を
も
っ
て
今
日
向
今
金
町
の
繁
栄
を

築
き
上
げ
た
人
々
の
努
力
に
感
謝
す
る

と
共
に
本
町
が
も
っ
見
事
な
基
盤
の
上

に
限
り
な
い
発
展
を
は
か
り
、
明
る
い

盟
か
な
町
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
こ
そ
総
べ
て
の
町
民
に
課
さ
れ

た
最
大
内
責
務
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
記
今
』
す
べ
き
年
を
機
会
と
し
て

本
町
の
輝
か
し
い
未
来
の
た
め
私
は
こ

ん
身
内
努
力
を
暫
つ
も
の
で
あ
り
ま
す
。

以
下
、
昭
和
五
十
二
年
度
の
重
在
事

項
に
つ
い
て
申
し
あ
げ
ま
す
。

地
設
を
い
た

L
.
き
め
の
細
か
い
対
策

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

盟
寿
図
入
困
者
に
対
す
る
町
内
出
身

者
の
入
国
料
に
つ
い
て
は
、
特
別
対
策

の
三
年
目
に
当
り
ま
す
が
、
二
十
万
円

を
計
上
措
也
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、

八
十
歳
以
上
円
高
齢
者
に
対
し
て
は
例

年
ど
お
り
金
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
本
年
は
開
基
八
十
周
年
に
当

り
、
全
町
一
向
に
会
し
た
敬
老
会
を
実

施
す
る
計
画
で
お
り
ま
す
。

懸
案
で
あ
り
ま
し
た
今
金
保
育
所
の

新
築
工
事
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
地
設

は
昭
和
二
十
八
年
建
築
さ
れ
ま
し
た
が

地
設
が
老
何
化
い
た

L.
ス
コ
ソ
ト
カ

メ
ム
シ
が
発
生
す
る
な
ど
、
そ
の
機
能

を
充
分
果
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、

4 

か
る
こ
と
に
い
た
し
、
更
に
、
財
川
町
の

可
能
な
場
合
、
逐
次
、
町
並
備
い
し
ま
す
。

近
燐
公
聞
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
昨

年
に
引
き
続
き
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
遊
ぎ

場
の
幣
備
を
重
占
、
に
す
す
め
ま
す
。

公
古
住
宅
内
建
設
で
あ
り
ま
す
が
、

住
宅
協
要
に
対
応
し
て
一
般
四
戸
、
二

位
八
戸
、
合
計
十
二
戸
を
大
和
町
に
建

設
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
子
、

冬
期
間
的
除
主
対
策
は
、
年
々
要
望

が
多
く
住
民
向
日
常
生
活
、
生
産
活
動

の
た
め
支
障
を
き
た
す
こ
と
で
あ
り
ま

す
の
で
、
期
待
に
こ
た
え
る
た
め
配
慮

し
て
ま
い
り
ま
す
。

じ
、
股
道
九
百
円

川
代
化
地
設
と
し

て
附
属
機
械
の
導
入
が
主
な
事
業
で
あ

り
ま
す
。
山
村
地
域
農
林
刷
業
特
別
対

策
と
し
て
は
上
白
石
、
南
利
別
地
区

内
暗
渠
排
水
、
客
土
事
業
を
、
住
中
地

区
戸
数
七
戸
を
対
象
と
し
た
簡
易
給
水

施
設
、
八
束
地
区
内
生
活
改
善
セ
ン
タ

ー
の
建
設
で
あ
り
ま
す
。

曲
川
股
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
緊
急

組
飼
料
取
産
対
策
と
し
て
既
草
地
内
改

良
更
新
、
機
械
の
導
入
の
た
め
国
百
円

補
助
制
度
を
取
り
入
れ
る
と
共
に
.
優

良
法
健
牝
牛
の
導
入
に
も
助
成
し
、
そ

の
改
良
を
保
進
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
1

本
町
の
未
利
用
地
あ
向
発
す
る
た
め

団
代
地
区
六
十
三ド
師
、
国
営
と
し
て
の

今
金
東
部
燥
用
地
開
発
七
百
六
十
二
じ

の
悲
本
社
画
の
倒
立
岨
ぴ
調
慌
を
築
地

い
た
し
、
経
営
地
内
拡
大
を
推
進
い
た

収
容
人
只
九
十
名
町
施
設
に
改
築
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

保
健
婦
活
動
に
つ
い
て
は
、

=
一名
を

配
置
い
た
し
た
後
、
都
合
に
よ
り
退
職

が
な
さ
れ
、
現
在
一名
で
あ
り
ま
す
が
、

住
民
の
期
待
に
応
え
る
た
め
臨
時
補
完

す
る
等
の
惜
誼
を
い
た

L.
住
民
の
健

康
管
理
に
努
め
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
交
通
安
全
対
策
で
あ
り
ま
す
。

交
通
安
全
に
つ
い
て
は
、
そ
の
重
要

性
を
認
識
し
、
昨
年
度
も
住
民
運
動
と

し
て
町
民
に
広
く
注
意
を
換
起
し
て
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
交
通
事
故
防

止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
‘
依
然

と
し
て
事
故
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
-
」

と
は
ま
こ
と
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

本
年
は
、
施
設
を
整
備
す
る
と
共
に

婦
人
指
導
只
を
設
置
す
る
な
ど
、
一
段

と
事
故
防
止
に
全
力
を
傾
け
ま
す
。

街
路
事
業
は
停
車
場

南
通
り
線
を
二
年
で

(4 ) 

快
適
な
環
境
づ
〈
り

第
二
は
、
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
。

自
動
車
利
用
円
増
大
に
対
処
し
て
道

路
機
能
を
高
め
整
備
促
進
す
る
こ
と
は

産
業
経
済
的
発
展
は
も
と
よ
り
町
民
生

活
向
上
に
お
い
て
極
め
て
重
要
で
あ
り

ま
す
の
で
、
今
後
、
計
画
的
に
推
進
し

て
充
実
を
は
か

つ
て
ま
い
り
ま
す
。

町
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
昨
年
に

引
き
継
き
神
丘
六
線
線
、
設
回
線
、
イ

す
考
え
で
あ
リ
ま
す
。
ま
た
、
困
場
料
J

備

に
つ
き
ま
し
て
は
、
八
束
地
区
内
一二百

四
十
六

C
に
つ
い
て
基
本
制
査
を
実
施

い
た
し
、
明
年
着
工
い
た
し
ま
す
。

+
カ
年
計
画
五
年
自
の
地
絡
調
査
は

本
年
新
規
に
光
台
、
今
金
、
極
川
町
一

部
を
対
象
に
推
進
い
た
し
ま
す
。

股
道
整
備
は
、
白
石
焼
免
道
路
町
継

続
、
新
規
に
日
進
的
開
拓
道
路
補
修
事

業
‘
田
代

i
八
束
間
的
山
村
基
幹
農
道

延
長
二
千
一
一百
九
十
灯
を
三
ヶ
年
で
計

画
し
、
本
年
は
四
百
μ
引を
道
内
代
行
で

整
備
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
「
旬。

林
業
振
興
の
重
点
施
策
は
、
民
有
林

の
育
成
助
長
を
は
か
る
趣
旨
か
ら
保
育

下
刈
事
業
に
つ
い
て
助
成
し
、
愛
件
思

想
の
普
止
に
努
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

林
業
労
働
者
が
機
動
病
に
よ
る
犠
牲

者
が
で
て
い
る
深
刻
な
実
情
を
打
開
す

る
た
め
予
防
対
策
に
つ
い
て
卒
業
者
と

も
協
議
い
た
し
対
策
を
考
究
し
ま
す
。

商
工
振
興
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業

向
健
全
な
育
成
を
は
か
る
た
め
商
工
会

を
通
じ
て
指
噂
育
成
し
、
そ
の
機
能
を

充
分
発
郷
で
き
る
よ
う
補
助
に
つ
い
て

も
増
傾
措
置
い
た
し
ま
し
た
。

※

※

※

 

以
上
、
き
わ
め
て
凶
憾
な
る
情
勢
下

に
お
い
て
予
算
の
編
成
を
い
た
し
ま
し

た
が
、
事
業
の
露
出
的
選
択
、
事
務
内

能
率
化
に
つ
と
め
.
今
後
円
推
移
を
み

な
が
ら
機
動
的
に
弾
力
的
に
予
算
内
運

営
を
は
か
リ
知
祉
地
進
に
応
え
る
よ
う

一
層
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

( 5 ) 



町
民
の
み
な
さ
ん
の
要
望
を
で
き
る
だ
け
満
た
す
た
め
.

4
業
の
重
占
的
選
択
、
資
金
町
効
率
的
配
分
に
努
め
た
新
年

度
予
算
.

一
般
会
計
は
前
年
度
当
初
に
比
べ

一
八
三
%
駒
内
約
二

十
億
二
千
万
円
に
な
り
、
凶
十
八
年
度
内
十
億
円
台
か
ら
二

倍
の
大
型
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
な
か
で
卒
業
な
ど
に
使
、
っ
投
資
的
経
費
は
七
億
四

百
九
十
四
万
円
(
全
体
的
三
六
五
%
)
ま
た
、
消
伊
的
経

費
何
人
件
費
が
三
世
七
千
五
百
七
万
円
二
九
四
%
)
物

件
費
三
億
二
千
六
+
九
万
円

(一

六

六

%
)
補
助
費
二
億

六
十
三
万
円

(一

0
・
四
%
)
に
な
っ
て
い
ま
す
。

議
入
で
は
、
地
方
交
付
加
悦
が
八
億
四
千
十
四
万
問
と
全
体

内
四
一

-
六
%
を
占
め
て
お
り
、
自
主
財
淵
同
町
税
は

一
億

八
千
三
百
三
十
六
万
円

(九

・
一
%
)
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
。一

般
会
計
の
成
入
歳
出
制
舎
と
そ
の
お
も
な
使
い
道
を
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

一般会計歳入歳出割合

I~Î'E tt52 .545 f-III 
;是主i¥illltU2.785r円

-・・~・・.--.. ・~喝・・~・ー~・・・~・・~ν・・・- -・・・~・ー，、

イ士なん-は度年52 
1 昭和28年 B月連段以来、多 〈の子どもが育った今 l
i 金保育所も明年には定員90名の近代施設に生まれ変 l
j ります。<4月1日今金保有所内入所式>

、圃圃

投資的経費に7億5百万円一般会計

住みよい環境づ〈り

教育条件の整備と人づくり経済基盤確立と産業の振興

3，560方向

2，035万円

220万円

161万円

492万円

1，795万円

71万円

233万円

1，373万円

1，007万円

117万円

61万円

210万円

40万円

393万円

43万円

437万円

1，503万円

1，192万向

369万円

150方向
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b今金町教育研究会補助

b極川中学校配線改修工事

b教貝住宅地築工事ほか

bへきI也教日住宅住設卒業

b言語障害児治療機具備品購入

b 襲、 t~\安保，礎児童生徒就学援助

b義務教材、早II料、産業教育設備購入

b教材図1!?、校用器具備品購入

bス7-1レパス五II行

b 桧LlJ北~î .ìill-:lj.ン〈ス臼jjI

b今金町奨学資金へ繰出

t>J:'i，業後継者枕学貸付金

b社会教育、成人教育振興交付金

b婦人団体、文化協会交付金

b学校保健業務

b総合体育館施設運'話賀

b学校給食センター施設運営費

b一般、へきI也学校給食補助

b今金町背年会談交付金

600万円

2，951万円

1，678万円

115万円

892万円

697万円

165万円

300万円

192万円

100万円

305万円

300万円

475万円

550万円

250万円

231万円

241万円

520万円

211万円

b今金町農業協i発協議会fIJll 

b第2次農業構造改普事業

b山村地域農林漁業特別対策事業補助

bそさい振興対策負担

レ緊急組飼料地産対策事業補助

t>1倍きょ排水事業ほか負担

b畑地濯がい試験卒業

b日進高原模範牧場経蛍負担

b土壌改良卒業補助

b家畜増殖改良卒業補助

b乳用雌牛柴田放牧育成促進事業補助

b優良牝牛導入事業補助

b 日 進地区牒免~道調査本業

b白石第 2J也区段免牒道事業負w
b日進地区開拓地道路盤備事業負担

b金原地区農地開発事業道路負担

b北部絵山総合かんばい推進背負担

b商工会事業補助

b観光開発卒業

963万円

5，738万円

109万円

98万円

52万円

131万円

668万円

263万円

2，083万同

215万円

218万円

163万円

313万向

473万円

7，848万円

3，351万円

2，105万円

140万円

287万円

b社会部I祉法人光の里学園、世寿閲補助

t>.t人医療扶助'l'i

t>.t人手当

t>.t人クラブ運営補助

b倣主会交付金

t>.t人家庭奉仕業務

b虫l宜'L、身障害者医療扶助費

b心身、身体障害者家庭奉仕業務

b児1li手当扶助'I't
b乳幼児医療扶助費

t> 7 "ソ幽面塗布、母子福祉

b忠者輸送車内運行

b 保健衛生業務

t> xw晶~;~、ガン検診など予防業務

b今金保育所建設事業

b今金常設、季節保育所運営費

b今金小百合保育園運営費

b苦1¥活保育所運営費交付金

b国保会計卒業勘定(保健行政)へ総出

Iι30万円

1，526万円

489万円

610万円

1，500万円

2，800万円

714万円

3，117万同

6，455万円

413万円

5，207万円

525万円

2，131万円

6，019万円

3，001万円

999万円

7，973万円

2，890万円

770万同

452万円

380万円

606万同

'>イマヌエJレ糾it点";'古|坊11.:'I>;I!; 
> I:ríï糾U~f";'造防止 1> 業

P 神止11号線ド;)j'r;.附設;在'1>業

¥L bイヌ?エル線道路指Ii装'1'業

b大相中央線道路SiIi装事業

b臨時市町村道格備事業

b 除 1 ， 機械購入 'l~

b除 1;主ど町i且紺持包J.!Il

b 目的下情:当日換 ~l-~Nf

b上手1I別紙など補修'1>業
t>1せ';111場I有ii!iりfJtt街路卒業

b高美IW[などjjl水'1>業

t> j!i:1礎公凶造成01工業

b公営住宅建設'I>i主

b八束生活改善センタ一律設事業

t> t正中簡易給水施設鮭1~ii卒業負担

b桧山広域消防組合負担

p北部桧山衛生セノター組合負担

t>J也路 .制作自拝業

b 住民的動推進

b交通安全対策

b簡易水道特別会d十へ総出

> N'li: 6線線道路改良事業

l>11~~~ I五l線道路改良'1.>:!/'i 

事業
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豊かな人間

一一一一
形成に努力

教育行政の

執行方針

第

一
固
定
例
町
議
会
で
、
中
井
教
育

長
か
ら
本
年
度
内
教
育
行
政
執
行
方
針

が
説
明
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
あ
ら

ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。

摺

※

謀

{学
校
教
育
〕

五
十
二
年
度
の
学
校
教
育
的
指
導
の

重
点
は
「
世
か
な
人
間
性
を
育
て
る
学

校
教
育
の
充
実
」
を
目
標
に
努
め
た
い

と
考
え
ま
す
。

最
近
に
お
け
る
社
会
情
勢
の
急
激
な

変
化
に
伴
い
情
報
量
や
生
活
邸
境
、
生

活
志
織
な
ど
が
大
き
く
変
化
し
て
い
く

中
で
、
人
間
と
し
て
の
主
体
制
や
連
帯

感
内
欠
如
、
体
力
や
健
康
上
向
問
題
な

ど
教
育
に
か
か
る
多
く
の
問
題
が
生
じ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
人
間

尊
霊
を
基
調
と
す
る
社
会
内
形
成
者
と

し
て
的
資
源
を
袈
う
に
は
、
児
童
生
徒

ひ
と
り
一
人
が
生
命
を
尊
び
自
然
や
社

会
に
対
す
る
正
し
い
認
泌
を
深
め
盟
か

な
悩
娘
を
養
い
、
正
し
い
勤
労
観
を
培

う
と
と
も
に
身
体
を
鍛
え
広
い
視
野
に

立
っ
て
自
ら
的
手
で
未
来
を
切
り
開
い

L
二
歳

満
の
百

乳
幼
児
の
医

乳
幼
児
向
病
気
を
早
期
に
治
療
し
、

す
こ
や
か
な
成
長
と
健
康
保
持
の
た
め

町
で
は
、
こ
と
し
の
凶
月

一
日
か
ら
一二

歳
未
満
児
の
通
院
に
つ
い
て
も
医
療
費

を
助
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
は
「三
歳
未
満
犯
の
入
院
」

と
寸
一
歳
未
満
児
の
入
院
、
通
院
し
に

限
り
医
療
費
を
助
成
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
た
び
、
乳
幼
児
医
療
貨
の
助
成
に

閣
す
る
条
例
町

一
部
改
正
に
よ
り
、

=
一

歳
未
満
の

「通
院
」
も
無
料
に
し
た
も

の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
今
金
町
内
に
住
岬
が

/ 
が国
十保
七税
万の
円課
に草見
引限
上度
lず額

第
三
一
回
臨
時
町
議
会
は
四
月
八
日
聞

か
れ
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
の

一
一部改

正
、
町
悦
条
町
一
部
改
正
な
ど
三
議
案

を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

町
税
条
例
の
お
も
な
改
正
占
}
は
次
の

と
お
り
で
す
。

-
住
民
税
関
係

l
課
悦
最
低
限
内
引
上

げ
と
し
て
‘
所
得
控
除
額
な
ど
が

一
万

円
か
ら
二
万
円
引
上
げ
ら
れ
た
マ
障
害

者
、
老
年
者
な
ど
で
、
前
年
中
の
所
得

が
八
十
万
以
下
で
あ
る
者
は
‘
個
人
住

て
い
く
力
を
育
て
る
教
育
の
推
進
に
努

め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
学
校
に
お
い
て
は
地
域

内
児
童
生
誌
の
実
態
且
ぴ
学
校
の
特
質

を
と
ら
、
ぇ
、
淵
和
の
と
れ
た
教
育
課
程

を
編
成
し
そ
の
充
実
を
図
る
必
要
が

あ
り
、
さ
ら
に
、
教
育
活
動
向
展
開
に

あ
た
っ
て
は
、
家
庭
教
育
、
社
会
教
育

と
の
連
携
を
一
層
緊
密
に
し
愛
情
と
信

頼
を
基
と
し
人
間
関
係
に
立
っ
て
児
童

ひ
と
り

一
人
の
も
つ
可
能
性
的
伸
長
を

図
る
た
め
、
創
意
を
生
か
し
て
ゆ
と
り

あ
る
充
実
し
た
学
校
生
活
が
行
わ
れ
る

よ
う
努
め
た
い
と
存
じ
ま
す
。

教
育
課
程
内
問
題
で
あ
り
ま
す
が
、

学
校
教
育
内
改
善
は
教
育
課
握
向
井
4

的
改
善
だ
け
で
達
成
で
き
る
も
の
で
主

く
、
こ
れ
に
関
連
す
る
教
育
条
件
の
改

普
や
児
章
生
徒
を
と
り
ま
く
環
境
内
整

備
に
よ
る
と
こ
ろ
が
極
的
て
大
き
い
と

考
え
ま
す
。

教
育
諌
程
的
実
施
の
効
果

を
よ
り

一
一
層
図
る
た
め
に
は
、
主
ん
と

い
っ
て
も
教
民
的
資
質
能
力
に
負
も
っ
と

こ
ろ
が
極
的
て
犬
き
い
も
の
で
あ
り
、

「
が
刷
旭
川
料
一
に

療
費
助
成
を
拡
大

あ
る
満
=
一
般
正
満
の
乳
幼
児
は
、
ど
こ

の
病
院
で
も
受
診
し
た
場
合
の
医
療
費

の
自
己
負
担
金
か
ら
、
初
診
料
と
附
加

給
付
さ
れ
る
額
を
除
い
た
医
療
費
は
、

町
か
ら
全
額
助
成
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し

歯
科
診
療
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

対
象
と
な
る
=
一
歳
未
満
児
を
養
育
し

て
い
る
保
議
者
向
方
は
、
役
場
福
祉
謀

縞
制
係
で
手
続
き
の
つ
え
「
乳
幼
児
医

療
従
受
給
者
証
」
内
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
従
前
に
受
給
者
証
の

交
付
を
長
け
て
い
る
方
も
更
新
し
ま
す

の
で
‘
健
康
保
険
証
、
印
鑑
を
持
参
し

民
税
が
非
課
税
と
主
る
マ
低
位
所
得
者

の
均
等
制
非
課
悦
傾
が
九
万
円
か
ら
十

二
万
円
に
引
上
げ
ら
れ
た
マ
法
人
の
均

等
制
的
制
限
税
率
が
引
上
げ
、
句
れ
た
1

-
軽
自
動
車
税

l
賦
課
徴
収
事
務
処
理

の
簡
素
化
で
、
賦
課
期
日
後
に
軽
自
動

車
等
内
用
途
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
税

率
に
異
動
が
あ
っ
て
も
異
動
前
の
税
率

と
す
る
。
町
内
に
お
い
て
所
有
者
的
変

更
が
あ
っ
て
も
月
制
課
税
主
打
わ
な
い
。

・
国
民
健
康
保
険
税
l
マ
被
保
険
で
な

い
世
帯
主
に
係
る
所
得
制
、
資
産
剖
且

ぴ
出
，
等
制
は
諜
税
額
に
算
入
し
な
い
マ

課
税
限
度
簡
を
+
五
万
円
か
ら
十
七
万

円
に
引
上
げ
る
。

そ
の
た
め
に
も
教
貝
の
研
修
の
充
実
に

努
め
、
そ
の
指

4
能
力
を
高
め
る
必
要

性
を
強
く
感
じ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
日
ほ
ど
教
育
正
t
M化
が
問
題
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
ゆ
が
め
な
い
事
実
で

あ
う
っ
と
思
い
ま
す
。

教
育
的
正
市
化
対
策
に
つ
い
て
は
、

主
任
内
戦
資
を
十
分
果
せ
る
よ
う
に
校

内
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー

J
y
プ
を
と
る

現
代
教
育
内
充
実
を
図
リ
、
教
育
専
門

職
と
し
て
の
研
修
活
動
を
強
力
に
推
進

す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
ま
た
、
教
育

は
「
人
に
あ
り
」
と
古
く
か
ら
い
わ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
教
師
の
教
育
に
対
す

る
姿
勢
は
教
貝
養
成
的
課
題
と
し
て
考

壬
包
け
れ
ば

4
f
g
い
が
、
教
育
内
現

場
に
あ
っ
て
日
訪
の
実
践
の
な
か
で
つ

く
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
校
長
、
教
頭
等
は
長
い
教
職

生
活
向
経
験
的
中
で
、
若
い
教
只
の
指

導
及
び
管
理
の
な
か
で
自
信
を
も
っ
て

発
障
で
き
る
学
校
経
営
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
ま
す
し
、
何
ん
と
い
っ

て
も
職
場
機
能
的
モ
ラ
ル
を
高
め
る
た

め
、
教
師
に
専
門
職
と
し
て
の
職
業
意

識
の
商
協
を
図
る
こ
と
が
大
き
な
課
題

で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
教
員
同
志
の
融
和
と

連
常
感
、
協
調
性
を
求
め
る
た
め
、
昨

年
就
任
と
同
時
に
本
町
教
育
の
実
態
に

つ
い
て
教
師
集
団
と
し
て
の
教
育
研
究

の
取
り
組
み
方
に
つ
い
て
諮
問
し
た
と

こ
ろ

幸
い
本
町
教
職
貝

一
同
町
協
力

で
、
本
年
度
よ
り

「今
金
町
教
育
研
究

小
学
校
入
学
前
の
幼
児

に
も
フ
ッ
ソ
歯
面
塗
布

町
で
は
、
四
十
八
年
十
月
か
ら
幼
児

の
む
し
歯
干
防
対
策
と
し
て
生
後
七
ヵ

月
か
な
岡
三
歳
ま
で
の
幼
児
に
年
二
回

(六
ヵ
月
毎
に
一
回
)
フ
y
ソ
曲
面
塗

布
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

と
し
か
ら
北
大
歯
学
部
内
協
力
を
得
て

全
町
内
の
小
学
校
入
学
前
向
幼
児
ま
で

を
対
象
と
し
て
年
一
一回、

一
斉
に
実
地

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
実
施
日
は

そ
の
つ
ど
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
家

庭
で
は
む
し
曲
予
防
に
曲
を
み
が
く
習

慣
を
つ
け
さ
せ
る
と
と
も
に
、
フ
ソ
ソ

幽
而
塗
布
に
よ
り

一
一
層
む
し
歯
め
な
い

健
康
な
子
ど
も
に
育
て
た
い
も
の
で
す
。

公
営
住
宅
等
の
使
用
料

改
訂
予
定
に
ご
協
力
を

本
町
内
公
営
住
宅
は
、
昭
和
二
十
七

年
度
よ
り
建
設
さ
れ
、
現
在
、
三
百
戸

を
有
し
て
い
ま
す
が
、
使
用
料
金
は
最

低
千
円
か
ら
最
高
一
万
二
千
円
ま
で
と

建
設
年
度
に
よ
り
格
差
が
苦
し
い
こ
と

や
住
宅
営
純
な
ど
も
入
居
者
町
立
に
充

分
そ
え
ら
れ
な
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
住
宅
の
営
棉
の
徹
底
化

を
図
る
財
源
と
し
て
も
本
年
八
月
以
降

か
句
改
訂
に
踏
み
切
る
実
情
に
あ
り
ま

す
の
で
、
財
政
事
怖
を
ご
理
解
く
だ
さ

い
ま
し
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

会
」
内
発
足
を
見
る
こ
と
に
対
し
て
は

ご
同
座
に
耐
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
リ
、

一
年
が
か
り
で
草
案
作
成
の
た
め
専
念

さ
れ
た
起
草
委
貝
教
師
に
対
し
敬
意
と

感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
本
町

学
校
教
育
内
た
め
大
き
な
成
果
を
期
待

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

〔社
会
教
育
〕

マ
幼
児
期
か
ら
高
齢
者
に
至
る
生
涯
教

育
学
習
を
促
進
す
る
た
め
、
学
校
教
育

及
び
家
庭
教
育
と
の
連
携
を
保
ち
な
が

ら
、
各
種
団
体
内
強
い
協
力
に
よ
っ
て

町
民
す
べ
て
が
あ
り
叩
る
活
動
に
参
加

し
、
活
力
に
満
ち
た
心
位
か
な
う
る
お

い
の
あ
る
人
間
形
成
を
目
ざ
し
て
推
進

し
ま
す
。

ヤ
体
育
指
導
貝
、

ス
ポ
ー
ツ
指
導
只
の

協
力
の
も
と
に
総
合
体
育
館
内
有
効
利

用
を
菌
り
、
町
民
か
ら
親
し
ま
れ
、
町

民
内
心
的
品
れ
あ
い
を
大
事
に
し
て
健

康
で
明
る
い
町
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

マ
今
年
中
に
本
絡
的
な
町
民
ス
キ
l
場

内
開
発
条
件
を
配
慮
し
、
そ
の
適
切
主

敷
地
主
ど
内
確
保
に
努
め
た
い
と
考
、
え

ま
す
。

7
中
学
校
の
統
合
は
、
今
後
共
部
務
的

父
兄
、
校
長
会
、
北
教
組
内
方
々
と
十

分
話
し
合
い
理
解
と
協
力
を
得
た
い
。

ま
た
、
町
理
事
者
、
議
会
を
含
め
た

統
合
推
進
委
只
会
を
本
年
度
設
置
し
、

五
十
三
年
度
を
め
ど
に
推
進
し
た
い
。

ヤ
今
金
幼
般
図
は
、
本
年
危
険
校
舎
の

指
定
を
受
け
れ
れ
ば
五
十
三
年
度
に
新

築
い
た
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

一

し

d

社
会
教
育
謀
長
に

一

邑

岸
本
義
仁
さ
ん

一

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
の
生
涯
教

育
を
担
当
す

る
町
教
委
社

会
教
育
課
長

に
洞
爺
村
教

育
次
長
内
岸

町
職
員
の
人
事

町
で
は
、
四
月

一
日
付
で
次
町
人
事

典
動
を
発
令
し
ま
し
た
。

今
固
め
異
動
は
①
税
務
課
の
町
民
税

主
体
的
第

一
賦
課
係
と
徴
収
係
、
税
外

係
を
第

一
係
に
、
国
定
資
産
悦
主
体
的

第
二
賦
課
係
を
第
二
係
に
分
け
た
②
教

育
行
政
的
多
機
化
に
対
応
す
る
た
め
管

理
課
と
社
会
教
育
課
の
二
諜
を
新
設
し

た
ー
が
お
も
な
理
由
で
す
。

マ
税
務
課
徴
収
係
長
兼
税
外
係
長
兼
務

を
解
く

(税
務
課
長
)
生
色
出
マ
同
課

第

一
係
長
白
山
孝
マ
同
諜
同
係
帳

井
繁
、
南
川
康
男
、
一
入
節
夫
マ
同
課

第
二
係
長
渡
辺
茂
マ
同
課
同
係
沢

谷
芳
博
、
小
原
ト
キ
子
マ
建
設
課
主
任

技
師
兼
英
利
河
ダ
ム
対
策
事
務
主
幹

(

企
画
課
付
)
小
西
未
春
月
マ
福
祉
課
年
金

係
長

(福
祉
課
福
相
係
)
木
尚
武
雄
マ

耕
地
諜
管
理
係
長
兼
土
地
改
良
係

(耕

地
諜
土
地
改
良
係
)
渡
辺
茂
マ
同
課
官

理
係
兼
務

(同
課
土
地
改
良
係
長
)
愛

宕
要
マ
建
設
課
維
持
係
(
建
設
諜
維
持

係
長
)
黒
川
博
マ
同
課
同
係
(
町
民
諜

f

l

i
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。河川区域内て次のような行為を行うには

河川管理者の許可が必要です。

b工、石を採取するとき

b工作物を新築、改築するとき

b土地を占用するとき

l>土地の形状を変宣するとき〔掘削、盛土〕

河川美化月間
わたくした右の)11を

きれいにしましよう

4
4
4
規
制
さ
人
引
制
ぽ
晶
北
側
叫

4
q
J

し
た
。
岸
本
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
八

年
ま
で
本
町
内
社
会
教
育
を
担
当
し

て
い
た
だ
け
に

「町
民
セ
ン
タ
ー
、

生
活
館
な
ど
各
地
区
に
社
教
施
読
が

整
備
さ
れ
、
町
民
の
活
動
が
活
発
な

の
に
感
漢
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も

よ
り

一
層
み
な
さ
ん
と
健
康
で
明
る

い
町
づ
く
り
の
た
め
に
頑
張
り
た
い

」
と
意
欲
は
十
分
で
す
。

K
L
 

交
通
安
全
係
兼
す
ぐ
や
る
係
)
小
泉
健

治
〔
新
採
用
〕
今
金
保
育
所
保
母

北

見
道
子
守
総
務
課
庶
務
係
朝
合
淳
子

マ
耕
地
課
土
地
改
良
係
兼
管
理
係
西

勝
明
マ
福
祉
課
福
祉
保
勝
山
英
敏
マ

国
保
病
院
者
説
婦
伊
藤
辰
子
、
杉
村

ふ
く
み

〔農
業
委
員
会
}
マ
総
務
係
長

(農
地
係
長
)
田
村
正
巳
マ
農
地
係
長

(福
祉
課
年
金
係
長
)
平
原
昌
美

〔教
育
委
貝
会
〕
(
三
月
五
日
付
)
マ

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
務
(
教
育

長
)
中
井
誠
司
マ
学
校
給
食
セ
ン
タ

業
務
係
長
(
給
食
セ
ン
タ
建
設
準
備

係
長
)
若
山
省
一ニ
マ
同
総
務
係
長
(
社

会
教
育
係
長
)
佐
々
木
精
美

(四
月

一
日
付
)
マ
管
理
課
長
兼
総

務
係
長
(
次
長
兼
総
務
係
長
)
宮
沢
昭

雄
マ
同
課
同
係
河
端
義
之
、
自
国
田

代
子
マ
同
課
学
校
教
育
係
長
吉
村
教

室
マ
同
課
同
係
今
野
む
つ
子
守
社
会

教
育
課
長
兼
社
会
教
育
係
長
(
洞
爺
村

教
委
次
長
)
岸
本
義
仁
マ
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
業
務
係
(
総
務
係
)
小
附
生
男

マ
今
金
幼
稚
園
長
(
今
金
小
学
校
長
嘱

託
)
能
代
毅
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家
族
総
ぐ
る
み
で
加
入
し
よ
う

n
多
発
す
る
交
通
事
故
“
昨
年
町
内

で
は
交
通
事
般
に
よ
る
死
似
者
は
一二十

八
人
も
い
ま
す
。む
し
‘
あ
な
た
が
そ
の

械
者
に
」
立
っ
た
ら
事
足
の
純
情
は
ど
つ

な
る
か
を
お
考
え
に
な
っ
た
こ
と
が
あ

リ
ま
す
か
。
治
療
代
だ
石
漣
科
だ
と
支

出
は
明
え
る
ば
か
り
で
す
。

ニ
の
よ
う
な
と
き
、
簡
単
な
千
続
き

と
安
い
保
険
料
で
加
入
で
き
、
す
ぐ
保

険
金
が
も
句
え
る
の
が
、
こ
の
交
通
傷

省
保
険
で
す
。

J1泊
五
故
に
あ
い
続
出
的
な
負
担
を

お
い
札
い
に
助
け
A
H
お
う
と
い
ヲ
め
が
、

こ
の
制
皮
肉
ね
ら
い
で
す
。

町
で
は
、
昭
和
四
十
四
年
に

一
日一

門
的
掛
金
で
術
的
が
受
け
ら
れ
る
と
し

て
、
こ
の
交
通
似
害
保
険
の
加
入
を
川
町

び
か
け
た
と
こ
ろ
で
す
が
‘
契
約
人
数

町
二
千
人
に
止
ぱ
ず
実
収
し
ま
せ
ん
で

し
た
.
近
年
、

mえ
続
け
る
交
必
存
政

に
よ
り
そ
の
制
度
の
加
入
要
望
が
多

数
で
て
き
ま
し
た
の
で
、
本
年
度
か
ら

町
が
窓
口
に
な
っ
て
み
な
さ
ん
の
加
入

を
呼
び
か
け
、
巾
し
込
み
を
受
け
付
け

る
こ
と
に
し
ま
し
十
、

-v
保
陵
料
は
年
額
四
百
八
十
円
企

保
険
契
約
期
間
は
、
何
年
四
月

一
日

か
句
官
年
同
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
一

年
間
で
、
保
険
料
は

一
人
年
日
間
四
百
八

十
円
で
す
。
翌
年
は
全
加
入
者
の
給
付

率
で
異
な
り
.
m
訓
告
率
五
O
%未
渦
で

一一 支払われる保険金は一一

111 兇じ Lたとき (' J ;，，~~にあ 勺 た H か均 180

日以内にそ円1M占がLとで .........80万円

(2) けカsをして、失明したリ、 1'，子また1手1'，

l止を夫勺たとさなど町Uij世間 g ('1'枕にあ

った日か句 1808lJ.1勾にそσ)(I.F.';:カずむとて，.)

50 JJIX] 

(3) けがをして、医師向的曜を置けたとき
01台時IUI川が6ヵ月以 l-，.. ...............12万円

O的時IUI川が 5ヵ月以 1'，6ヵ川 米世 91i円
。oiti柑IUlJilIが4ヵ月以上 5ヵ月未満 7万円

。治相JUI川が 3ヵ月以 l二4ヵ悶未満 51i円
O 治時JUJJlII2ヵ月以 1:.3ヵ円未満 3万円

O 拍柑IUJ1((1 1ヵ月以上 2ヵJI未満 2万円

。油相JUJJlII1 週間以上 1ヵ日未尚 1万円

。泊割削tH]1週間水禍 ー 5千戸円

“ri桜刷聞とは、 rけがをした日カら平常町業初
に従 J'えするニとがで:きるf'，l.I主にif.椴した日までJ

をいいます.上，(己的出険金{.tiRHlして支払われま
すが保附lUl川を通じて80万円が限度です.

よヲ 。

b時切では、いったん停 1Iし 左

右円安全を確認しま Lょう .

Þfll~l的速度は見かけより迎い L

のです。時報機を鼎悦した慌断

はやめてください.

b踏切上で主11が動かな〈なったと

きは、まず一 番先に列車を止め

るためf.l号炎管よ色腕 (舵 )

を同形にn:iってくださ L、.

b制時内は絶対に!J>かない。踏切

泊以外肉料路樹断はしない。棉

路や開。Jり近くで遊ばせない.

列卓に有などを投げない.

..度身障者にハガキ各無料配布

郵政古は身障者福祉強制連防に

ちなんで "'i!r¥'、山はがき ‘を咋年

に続き先行、 部は満 6品以上町

I ' 2掛町軍/Jl'身障者に無料で葉

i!}2Qf文を配布します。希望者は 5

月31固まて'近くの郵便局に身障者

圃自動車登録事務の受付揖務

迎輸省では 11 副~!IIの2、激な即1

}JIJに吋応するため';II算機的強思を

行いますので、各l撞遁I匹務所にお

いて 6月 3日午後から 6月4目的

午前まで自動111ft鋭校び事情E証発

行.記入門業務を中止しますので

ご協力くださ...'G (t函館陸Jlli4~務所)

.骨働保険の年度更新手続きを

l昭和51年度に納付 Lた、開時保

険料を初日するための昨定保険料

と l昭和52年皮肉慨n保険料町中

川、納付を ";1叫にし ていたt:.< IUI 

-国保の樺険証は 4月中に更新を

国{阜の被保険昌J正は、 4月中に

~新 L なければ使用できません.

断 Lい被保険者，liEは武色です.

まだ耳足り控えて L 、ない人は、 τfZ，~

Htt.晶N，I仙“世間保係に印置と旧保険

，1正をお持ちのうえ、手続き Lて〈

丈ゴさも、。

-犬の登録と予防注射

ことしの止のまま鈷と担犬柑予防

注射は、 4月25日か句 4月30日ま

での/111、各地地区に品:lli'J"、て実施

Lます。 なお、期I:lI中午後 5時~

7時までは輩町的HifIfJ(京市医院fiIf

で川目拠地していますので、必ず

圭けましょヲ 。

登帥料は、更新、新胤と bに醐

問、詑射料は600同 です。 ただし

臼位日以外に注射する場合は、往

品料として300同/)((f):さ札ます。

生活応急資金のご利用を

今金町社会両1祉協議会的霊伯銀

行では、苧~mj労働者や低所件者世

肝に対し災害、疾病、.~併などの

不時向山伐を要する際に 5万円を

応急資金と して 貸し付けます。

I:?IHJ向付説者 今金町に l年以

上h';-f1:し独立の生，1-1をiEむ世li?
と要保必世帯止び低所111釘世帯

TIHl.怯it'1 ①貸付限度前(5万円

以内 無利息、無JIl保で返済期

限は 6ヵ月以内

b巾し込hJi法 今金町内に l年

以上凶11し独立の生11-'を甘む者

向保誕人 l名と相当地区民生委

員の証明を受けて 「資金貸付申

請1!~J を愛情銀行に提出する

Tf1'tj坦}j法 月賦または一時払い

ただし、他市町村に転附する場

合は一時払いとする。

※資金Il付申請書用紙は役場社会

稲祉協;議会事務局に備えてあり

ます。 また、地域民生一岳民的氏

名、 l廿入円相談は町制協事務局

へζi車!il1，なく申しつけください。。。
霊fII銀行は住民的ボランティア

活動向センターです。

社会のため、忠まれない人々の

ために、みなさんのあたたかい愛

情をおよせください。

• 

社会福祉協議会だよりあ
れ
ば
三
白
六
十
円
、
五
O
%
1
一
O

O
%主
制
で
川
h
八
ト
問
、

一
O
O
%

以
上
で
六
百
円
の
掛
け
金
に
主
り
ま
す
。

-v

対
象
と
怠
る
受
通
事
畝
は
企

自
動
山
下
や
オ
ー
ト
バ
イ
円
転
唱、

也
市
平
、
汽
市
中
な
ど
に
来
っ
て
い
て
術
突

し
た
り
、
つ
い
端
、
転
離
し
た
事
故
、

ま
た
、
こ
れ
ら
の
車
両
に
は
ね
ら
れ
た

り
ひ
か
れ
た
怪
故
、
ま
た
は
特
別
な

場
介
を
除
き
内
捌
行
為

(相
干
の
な
い

事
故
)
で
け
が
を
し
た
場
合
、
全
凶
ど

こで、
つ
け
た
事
故
で
も
適
用
さ
れ
草
す
。

V
加
入
の
申
し
込
み
手
続
き
企

加
入
申
し
込
み
H
法
は
、
近
く

「加

入
申
込
山
U

L

と
説
明
占
を
町
民
深
か
ら

お
手
一
正
に
配
付
し
ま
す
の
で
.
家
族
く

る
み
で
申
し
込
み
、
万

一
的
交
通
事
故

に
備
え
た
い
も
の
で
す
.
加
入
資
怖
は

町
内
に
住
ん
で
い
る
人
主・旬
、
ど
な
た

で
も
加
入
で
き
ま
す
。
た
だ
し
一
人
一

口
に
限
句
れ
て
い
ま
す
。

手帳を持参して申し込み下さい。

なお代人でι受け付けます.

今金町国保病院ftO0221

北楠山町平医院置④5011

今金町岩間医院宮②田57

北楠山町国保病院ft@5321

今金町富田医院宮② 0324

今金町 国保荊院宮② 0221

瀬棚町楢崎医院宮 3022

.5月の休日当番医

ロu

ロM

ロu

ロM

口
M

ロu

門口

1

3

5

8
日

幻

自

阪は 11).:年 511 15 Uまでとな ってい

ます. 州館'~'働 J九 iVI 町i. ff'p，.では 、

5/113日まで巾 ;';門。成指，草制J車に

~6 じていますので.お気軒にご初l

IfI < t:.さ('.

.踏切事故防止にご協力を

Jil:近.子供のいたずりや自動ー11

4般による肪.:g.'Jt.n'.!が目だちます.

自動車内運転告はもちろん砂行

者 L時1))i血行内際は 止のことを

正しく 守 って安全な通行をしまし

愛犬には必ず登録と予防注射を

畳けるとと Lに、闘い主は止のこ

とを守リましょう 。

b生後90日以上向止は、

必ずft録する。

t jJ犬j，可佳射は -1Ij:年事枇(4月

10月}の z回受ける.

b 犬同政し闘いは !J~ じられてい ま

す.おリ伺いか1ftて'つな いで飼

い、早朝、夜間も肱さないよう

に'E迎しましょう .

4月中に

( 10) 

若
者
も
年
寄
り
も
気
軽
に
楽
し
む

一輪一
{る
}

が
)

「町
内
で
ダ
ン
ス
を
仰
い
た
い

令
任
)
が
グ
ル
プ
が
主
く
て
」
「
と

azリ
町
北
松
町
で
は
雌
ん
に
や

/
k

っ
て

い
る
が

し

と

い
す
れ
け
年

や
京
-
区
制
人
た
ち
の
戸
を
聞
い
て

今
年
内
三
月
、
ダ
ン
ス
の
肝
き
な

ソ
シ
ヤ
ル
・
ダ
ン
ス
愛
好
会
H
が

誕

生

人
た
ち
が
話
し
合
っ
て
愛
好
舎
を
結

成
、
発
会
式
に
は
主
抗
男

ι“
|
人

が
事
加
し
て
記
念
パ
ー
テ
ィ
を
聞

き
ま
し
九

「半
数
以
上
は
一
ニ

4
代

的
ご
夫
婦
が
多
い

の
で
、
新
い
人
も

hH
軒
に
楽
し
め
る
よ
う
で
す
。
ま
た

月
二
回
の
地
内
会
む
み
主
さ
ん
が
害

加
で
き
る

4
ヲ
に
、
土
附
か
日
附
目

的
町
民
セ
ン
タ
ー
が
使
用
で
き
る
日

に
附
き
、
山
叫
h
は
八
卜
人
的
合
以
に

mえ
.
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
バ

テ

l
L

品
川
で
き
る
の
で
は
」
と
小
肘
日
也

会
長
さ
ん
は
う
れ
し
そ
う
.
年
ム
百
貨

は
五
百
円
と
の
こ
と
で
す
が
、
や
は

り
列
刊
不
比
が
悩
み
の
よ
う
。
だ
が

山
本
旺
く
る
み
の
F
〆ス
熱
は
、
こ
れ

か
」り
…m々
広
が
リ
モ
ヲ
で
す
。

、!

な
ん
で
も
勉
強

y
を
押
し

つ
け
て
は
い
ま
せ
ん
か
?

子
ど
も
が
小
学
校
一
年
に
入
羊
十
る

と
、
親
は
急
に

J
聞
の
中
身
。
が
気
に

な
る
よ
う
で
す
。
五
月
も
過
さ
る
こ
ろ

に
は
、
タ
ダ
イ
?
ー
と
学
校
か
ら
帰

っ
た
子
ど
も
に
、

「
き
ょ
う
は
、
宿
題
あ
る
の
ヲ
」

「ナ
イ
ヨ
/
ホ
ン
ト
ダ
モ
ン
U

「そ
れ
じ
ゃ
、
す
ぐ
、
遊
び
に
行
く
ん

で
し
ょ
う
。
勉
強
し
て
か
ら
ョ
。」

「
ベ
ン
キ
ヨ
ウ
y
テ
、
ナ
ニ
ヤ
ル
ノ
日

「
そ
ヲ
ネ
。
本
で
も
読
ん
だ
ら

U

「
ナ
ン
ベ
ン
、
ヨ
ノ
ダ
ラ
イ
イ
ノ

。」

「
一
ぺ

ん
じ
ゃ
少
な
い
ネ
。
三
べ
ん
ぐ

ら
い
校
ん
で
ほ
し
い
わ
ネ
日

V
本
で
も
、
字
で
も
、

と
は
な
に
か
?

本
守
も
‘
と
い
わ
れ
た
だ
け
で
、
一

年
生
町
こ
ろ
か
旬
、
子
ど
も
は
〈
国
語

町
教
科
魯
v

と
理
解
し
て
し
ま
う
の
で

y
h屯
a
J
p
u

、D'
h
yふコ・
ιvJ

をせコ般上ま
たんによ手だ 俣
苧かなとな手 ぷ温え;
幸 h つ ん 使す 笠聖書Q
出十たにい !!i ¥.1Zl1OC 
L分もし方る J品F
ま自のてを 。 志

す光で 皇 研 こ苦 *1ι
f には rd究んし兵卓こ
、干安気しない-，おお

そ LUlo:でて時し冬""挙
‘は、下は夏掛端節

草ほで べ さ 毛 掛け夕、
iまこ き タ (，布けはゐど
敷 りまン のは暑がう

す
。
字
で
む
は
〈
漢
字
と
ひ
ら
が
な
と

か
た
か
な
〉
と
理
解
し
て
い
ま
す
.

『で
も
勉
岳
』
を
一

年
生
か
ら
押
し
つ

け
ら
れ
て
い
る
子
ど
も
で
す
。
そ
れ
に

遊
び
に
出
し
て
も
ら
う
タ
メ
の
条
件
と

し
て
、
勉
強
を
考
え
る
子
ど
も
に
仕
立

て
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

'v
醗
む
回
数
と
書
〈
字
教
が
押
し
つ
け

ら
れ
る
の
は
ナ
ゼ
?
・

親
の
考
え
方
で
は
‘
深
い
意
味
が
な

い
よ
う
で
す
。

一
度
読
ま
せ
る
よ
り
は

二
度
税
ま
せ
た
方
が
効
川市
が
あ
る
と
い

‘ヲ意
味
で
し
ょ
・

1

し
か
し
、
ど
う
い
う
点
で
効
果
が
あ

が
る
の
か
、
と
い
う
計
算
は
な
い
よ
う

で
す
。
文
字
の
場
合
も
ま
っ
た
く
同
じ

こ
と
で
す
。
や
ら
せ
方
的
く
ふ
う
や
、

.
目
あ
て
な
ど
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
の

で
す
。
だ
か
ら
宿
題
に
た
よ
り
っ
ぱ
な

し
の
掛
け
声
?
?
に
な
る
わ
け
で
す
。

勉
強
す
る
子
ど
も
の
態
度
が
一
番
問
題

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に・

(神
丘
小
学
校
長
西
里
貞
喜
)

い
た
の
で
は
暖
か
す
ぎ
て
具
合
が
悪
い

も
の
で
す
。
そ
こ
で
日
中

一
i
二
時
間

で
干
し
上
げ
、
室
内
に
取
り
込
ん
で
か

ら
熱
を
き
ま
す
た
め
広
げ
て
お
き
ま
す
。

そ
し
て
さ
っ
ぱ
り
洗
い
上
げ
た
ン
l
ソ

を
敷
く
と
、
感
触
は
ヒ
ン
ヤ
リ
と
し
て

い
ま
す
が
、
ど
こ
と
な
〈
健
照
的
ア
長

協
同
臭
い
が
し
て
、
し
か
も
ふ
ん
わ
り

と
か
ら
だ
を
包
み
込
ん
で
安
眠
へ
と
導

い
て
く
れ
ま
す
。

(11 ) 



確
定
申
告
の
ま
ち
が
い

一t
z

三
嶋
一

z

品川

一
Z

一
同

一

=

串

O

Z

昭
和
五
十
一
年
分
の
所
得
続
的
雌
定

申
告
の
受
付
は
三
月
十
五
日
で
終
わ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
修
定
申
告
書
を
提

出
し
た
後
で
、
計
算
迎
い
主
ど
の
た
め

に
記
載
内
容
が
ま
ち
が
っ
て
い
た
こ
と

に
気
づ
い
た
方
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま

ち
が
っ
て
い
た
と
き
は
訂
正
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

訂
正
的
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

マ
税
額
在
世
な
く
計
算
し
て
い
た
と
き

所
得
や
税
制
の
計
算
を
ま
ち
が
い
、

納
め
た
税
金
が
少
な
か
っ
た
り
、
還
付

を
受
け
る
悦
金
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
と
き
は
「
修
正
申
告
し
を
し
て
正
し

い
金
額
に
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
修
正
申
告
は
、
税
務
署
か
り
更

正
町
通
知
が
あ
る
ま
で
は
い
つ
で
も
で

き
ま
す
が
、
な
る
べ
く
卑
く
し
た
方
が

有
利
で
す
。
つ
ま
り
、
税
務
者
向
調
査

を
受
け
た
後
で
修
正
申
告
を
し
た
と
き

は
、
税
傾
向
五
%
の
過
少
申
告
加
鈎
税

が
か
か
り
ま
す
が
、
自
分
で
ま
ち
が
い

を
発
見
し
て
調
査
を
受
け
る
前
に
修
正

申
告
を
し
た
と
き
は
、
過
少
申
告
加
算

脱
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

マ
税
額
を
多
く
計
算
し
て
い
た
と
き

所
得
や
税
制
の
計
算
を
ま
ち
が
っ
た

た
め
、
税
金
を
納
め
過
ぎ
て
い
た
り
、

泣
付
を
受
け
た
税
金
が
少
な
い
こ
と
が

わ
か
っ
た
と
き
は
、
正
し
い
税
制
に
な

お
す
よ
う
に
「
更
正
の
請
求
」
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

更
正
の
請
求
が
で
き
る
期
間
は
、
申

告
期
限
か
ら
一
年
間
で
す
か
ら
、
昭
和

五
十
一
年
分
の
所
符
税
の
雌
定
申
告
に

つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
三
一
年
三
月
十
五

日
ま
で
で
す
。

更
正
の
消
求
を
す
る
と
、
税
務
署
で

は
そ
の
内
容
を
掬
べ
て
、
納
め
過
ぎ
の

税
金
を
返
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
が
、
忘
れ
て
い
た
り
し
て
申
告
を
し

て
い
な
か
っ
た
と
き
は
、
申
告
期
限
後

で
も
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
寸
期
限
後
申
告
し
は
、
税
務

署
か
ら
決
定
の
通
知
が
あ
る
ま
で
は
、

い
つ
で
も
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
‘
な
る
べ
く
早
く

L
r
Lリ
が
有
利
で

す
。
つ
ま
り
、
則
限
後
申
告
を
し
な
い

で
脱
務
署
か
句
決
定
的
通
知
を
受
け
る

と
、
悦
鋲
の
一
O
%
の
無
申
告
加
算
税

が
か
か
り
ま
す
が
、
調
去
を
受
け
る
前

に
申
告
し
た
と
き
は
、
無
申
告
加
算
税

は
税
傾
向
五
%
で
済
み
ま
す
。

な
お
、
申
告
告
の
用
紙
は
八
芸
税
務

署
に
用
志
し
て
あ
り
ま
す
。

圃
利
別
川
を
下
る
こ
と
十
時
間

郷
土
の
利
別
川
を
ポ

l
ト
で
下
っ
て
み
よ

う
と
、
二
人
的
若
者
が
美
利
河
情
か
ら
午
前

六
時
に
出
発
。
花
石
ま
で
の
急
流
を
必
死
に

切
り
抜
け
た
が
住
吉
ま
で
何
ん
と
十
時
間
目

で
到
者
、
し
か
も
え
ん
犯
で
一
人
が
転
落
し

計
画
を
断
念
/
や
は
リ
ロ
険
は
仲
間
的
協
力

で
成
功
す
る
も
の
と
反
省
内
弁
し
き
り
だ
。
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シ
が
出
現

「オ
ヤ
ヲ
ヤ
ヤ
ァ
l

y

/
け
っ
た

い
な

阪
が
浮
い
た
り
沈
ん
だ
り
」
よ
く
見
る

と
ひ
げ
が
あ
り
め
ん
こ
い
顔
/
こ
り
ゃ

ア
ザ
ラ
シ
だ
/
四
月
十
一
日
午
後
凶
時

三
一
十
分
凶
団
代
慌
で
屯
話
線
の
架
設
工

事
を
し
て
い
た
美
利
河
町
米
山
正
二
さ

ん
が
発
見
し
て
通
報
。
ど
う
し
て
川
に

い
る
の
か
と
見
物
人
は
大
き
わ
ぎ
だ
が

ご
本
尊
は
マ
ス
を
く
わ
え
て
御
満
悦
/

長
男
)
八
幡
町

長
男
)
御

影

二
時
)
八

束

民
主
)
金
原

二
女
)
八

束

長
女
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東
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長
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丘
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世
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鈴
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長

男

)

鈴

金

一一一世

)

八

束

長
男
)
神
止

長
男
)
神
正

嗣
集
/
企
画
課
広
報
保

。
い
つ
ま
で
も
し
あ
わ
せ
に
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お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す
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